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経 緯

 2019年10月：「Research and Development 20 for clean energy technologies
(RD20)」を産総研主催で開催。

 2019年10月：安倍総理がグリーンイノベーションサミットにて
「ゼロエミッション国際共同研究拠点設立」を表明
 2020年1月：吉野 彰 博士 センター長内定

 政府の革新的環境イノベーション戦略の下、CO2削減対策を強化するために必要となるイノベーション
創出を目的として、関連する環境イノベーション基盤研究を実施する。

センター理念

 地球の気候変動というグローバルな問題を解決するために、世界の叡智をあつめて、基礎科学や産業
技術を発展させ、ET革命*を実現する。 * Environment and energy technology

設 立

 2020年1月29日

設置趣旨
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エネルギー・環境領域におけるゼロエミッション国際共同研究センターの位置付け
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ゼロエミッション国際共同研究センター 配置

つくばセンター

臨海副都心センター関西センター
※本部

福島再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ研究所

イメージ

研究センターの整備範囲

完成イメージ図
令和元年度補正予算にて整備予定つくば西事業所

●産総研臨海副都心センターに本部を設置し、つくばセンターで基礎研究を推進。
●福島再生可能エネルギー研究所(FREA)、及び関西センターにて応用・実証研究を推進。
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有機系太陽電池研究チーム

水素製造・貯蔵基盤研究チーム

エネルギーキャリア基礎研究チーム

CO2資源化研究チーム

環境・社会評価研究チーム

人工光合成研究チーム

熱電変換・熱制御研究チーム

電気化学デバイス基礎研究チーム

多接合太陽電池研究チーム

副研究センター長
（事務担当）

副研究センター長
（総括担当）

(兼)RD20事務局長

研究戦略・企画部門

ゼロエミッション国際共同研究センター体制図

副研究センター長
（研究担当）

(兼)研究戦略部長

資源循環技術研究チーム

RD20事務局

産総研理事長

ゼロエミッション国際共同研究センター長

副研究センター長
（補佐担当）

材料化学領域 地質調査センター 計量標準センターエレ製造領域生命工学領域 エネルギー・環境領域

エネルギー・環境領域長

フェロー
（兼：ゼロエミッション国際共同研究センター長）
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 人工光合成
水素製造と同時に有用化学品（過酸化水素など）を製造でき
る高性能な光電極触媒の開発。

 エネルギーキャリア
水素キャリアとなるギ酸やアンモニアの合成に関して、従来の製造
方法よりもマイルドな条件での合成を可能とする高性能触媒の開発。

 熱電変換
廃熱を電気エネルギーに直接変換できる、世界最高の変換効率
を有する高信頼性熱電変換デバイスの開発。

 有機系太陽光発電デバイス
モビリティ・建築物・ウェアラブルデバイス用途へ向けた、フレキシビリ
ティ・透過性を有する高性能材料・デバイスの開発。

主要研究テーマ
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 電気化学反応制御
高温水電解技術を利用したメタンなどの炭化水素製造に向
けた基礎研究。安全・安心な高性能蓄電池開発に必要な材
料の最先端評価法の確立。

 CO2分離・利用
二酸化炭素から化学工業原料のメタノールを低温で効率よく
合成可能な触媒の開発。二酸化炭素と水素の反応によりメタ
ンを製造するメタネーションプロセス制御法の高度化。

 エネルギー評価
LCA的な観点から、エネルギーシステム分析や資源リスク分
析を組み合わせ、世界スケールのリスク・持続可能性を定量評
価する手法の開発。
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主要研究テーマ
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想定される国際協力

水素キャリア、人工光合成
(BNL)
水素キャリア(PNNL)
太陽光、エネルギーマネジメント、
リチウムイオン電池(NREL)
熱電変換(ANL,ORNL)
リチウムイオン電池(SLAC)

水素キャリア、太陽光、
エネルギーマネジメント(FhG-ISE)
水素キャリア(Leibniz)
熱電変換、リチウムイオン電池、
燃料電池 (DLR)

リチウムイオン電池、太陽光
(JRC)

熱電変換、水素キャリア(CNRS)
太陽光、リチウムイオン電池、
熱電変換、燃料電池(CEA)

エネルギーマネジメント (AIT)

水素貯蔵
(TU Delft)

水素、太陽光(ETH)

水素燃焼(NRC)

水素キャリア、太陽光(KAUST)

水素キャリア
(KAIST)

太陽光(CSIRO)
水素燃焼(UNSW)
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